















野 阪 雅 弘
遠赤外領域における時間分解分光は,これまでその分解能が1psec程度までであった.そ
















後に別光路の幅数 〟secの遠赤外 (NH390･6〟m)パルスが続 くようにレーザーを調整し,そ
の9.2pmの2光子励起によってp-InSb(4.2K)の伝導帯に電子を励起して, その後の遠
赤外透過スペクトルを測定した｡50nsecの時間分解能で,キャリヤ励起後1/上SeCにわたっ
ての時間分解スペクトルを得ることができ,このシステムの意図された動作が確認された｡マ
イコンの積算平均の効果により,50%ほどのデータのちらぼりを,約 10%以内に収束させ
ることができた｡
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